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「洸楓座」の名前の意味

洸楓座 （こうふうざ）と読みます。

「洸楓座」は、自然エネルギー（再生可能エネルギー）の利用を推進する団体の
名称です。

主要な自然エネルギーを、名前に含めました。

洸 さんずいは、「水力」を、
つくりの「光」は、「太陽光・太陽熱」を

楓 きへんの「木」は、「バイオマス」を、
つくりの「風」は、「風力」を

座 がんだれの中の「土」は、地熱を、
その上の「人人」は、人力(human power) を

意味するものとして、この漢字を選びました。

はじめに



大原駅

房

総

横

断 鉄

道

五井駅

月崎駅

上総中野駅

大多喜駅

成田空港

羽田空港



39.1km

26.8km

房総横断鉄道
＝ 小湊鐵道＆いすみ鉄道

いすみ鉄道脱線
復旧経費 30億円
2027年秋まで（大原～大多喜）

✖線状降水帯
✖獣と衝突
（イノシシ、シカ、サル、キョン）

○眺望観光
○沿線快活（わくわく感、DX,GX,TX）
○ランニングコスト、・・・
✖未知



【房総横断鉄道】
❏いすみ鉄道
❏小湊鉄道

❏空気鉄道（アエロモーヴェル）
❏ワクワク鉄道／人気あるローカル鉄道

❏イベント列車／Boso-Trans-Railway

【持続可能なローカルと鉄道】
❏事業営業収入の増加
❏ワクワクする鉄道（空気鉄道）
❏自然との共生
❏観光＆アグリ交流人口の増加

❏DX・GX・TX モデル鉄道＆沿線地域
❏国内モデルの実践・10次化事業

❏眺望観光（展望台付大型風車）／ブルネル賞／チバニアン

【複合事業】
❏鉄道モデル事業
❏自然共生事業
❏人材育成事業

❏鉄道観光事業／アグリ生産事業／人材育成（アグリ兼業・農業6次化）
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【複合事業】
❏鉄道モデル事業
❏自然共生事業
❏人材育成事業
❏鉄道観光事業／アグリ生産事業／人材育成（アグリ兼業・農業6次化）

【地域快活（地域再生）】
❏交流人口の増加

❏観光・食・健康事業
❏日帰り・週末・平日連泊観光

❏交流・体験・学び型観光
❏四季の旬の創成と提供

❏異文化交流（ジェンダーフリー／プロと素人の交流）
❏春夏秋冬の食・温泉・渓谷・眺望／エコミュージアム／おもてなし

【課題の解決＝チャレンジ】
❏分かりやすいシナリオ
❏コンテクストとコンテンツ
❏意味の理解（ZTCA）
❏社会受容性（結晶化＝CRYSTALIZATION）／スタンダール『恋愛論』
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背景／空気鉄道との出会い
最初は、ブルネル（IKB、Isambard Kingdom Brunel）との出会い

1989年ごろから何度か、ブルネル大学に滞在
2001年 ブルネルの技術史
2004年 ブルネル紹介行事 科学技術館＠上野 2週間
2006年 ブルネル生誕200年記念行事 『ブルネルの偉大なる挑戦』
2008年 房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備 （～2010年）
2010年 日本機械学会技術と社会部門 ブルネル・スピリット研究会

http://www.brunel-spirit.net/index.html
2012年 ロンドンオリンピックの開会式を紐解く
2013年 ブラジルのポルトアレグレ訪問
2014年 日本機械学会「空気鉄道・空気搬送システム」シンポジウム
2016年 ブルネル生誕210年記念行事
2019年 Nｅｖｅｒ Fｏｒｇｅｔ 東北イベント＠築地 ブルネル＆三陸鉄道
2022年 国際善隣協会 「いま、この国に必要なのは、ブルネル・スピリット

―イザムバード・キングダム・ブルネルから学ぶこと」
2026年 ブルネル生誕220年記念 （予定）

http://www.brunel-spirit.net/index.html


2006年 ブルネル生誕200年記念
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大気圧鉄道

 



https://kokusaizenrin.org/themencode-pdf-
viewer/?file=https://kokusaizenrin.org/wp-
content/uploads/2025/05/sato-kenkichi-
11.pdf#zoom=page-fit&pagemode=none

国際善隣協会
機関誌
『善隣』

https://kokusaizenrin.org/themencode-pdf-viewer/?file=https://kokusaizenrin.org/wp-content/uploads/2025/05/sato-kenkichi-11.pdf#zoom=page-fit&pagemode=none


https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-
kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf

モデル事業名房総横断鉄道沿線のエコミュージアム環境整備

平成21＆22年度
「新たな公」によるコミュニティ創生

支援モデル事業

https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf
https://www.mlit.go.jp/kokudokeikaku/aratana-kou/pdf_h21/4_kantou_block/4-10_kantou.pdf


ブラジル訪問／調査
2013年



【W20400】 日本機械学会・技術と社会部門
＆交通・物流部門企画
空気圧鉄道・空気輸送システム

[企画・司会佐藤建吉(千葉大)，宮本岳史(鉄道総研)]
日時 2014年 9 月 9 日(火) 12:30-15:00 

東京電機大学@北千住駅前
会場 1 号館 2 階 1206 室Ⅰ-05(10206)室
(1) オープニング： 佐藤建吉(千葉大)
(2) ブルネルの大気圧鉄道について：

高村泰広 (新地高)
(3) Aeromovelの開発経過と営業運転：

Diego Abs (COESTER 社)
(4) エアーシューターと圧空式台車：

酒井啓介 (日本シューター)
(5) Air 紙幣搬送システム・ﾉ・Eﾂいて：

本山直樹 (マースウインテック)
(6) 高速鉄道(減圧トンネル鉄道)に関する研究調査：

岩松勝 (JR 総研)
(7) 総合討論
(8) クロージング： 宮本岳史(鉄道総研)
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シンポジウム 2014年



https://ccbj.jp/wp-content/uploads/2021/01/26.pdf

シンポジウム 2014年

https://ccbj.jp/wp-content/uploads/2021/01/26.pdf


ポルトアレグレ国際空港

❏ 開業 2013年

❏ 連邦政府で所有＆運転

❏ 国際空港と在来線鉄道 １km

❏ 2駅

❏ 740万人以上を輸送

❏ 58万運行（開業から）

❏ 2300人／日

❏ 乗車定員150人／車両 2両で300人

❏ コンプレッサ 300kW

❏ 最小半径 35m

❏ 最大勾配 3％



❏ 開業 2025年

❏ 距離 2,647m

❏ ４駅

❏ ポンプステーション 5カ所

❏ 勾配 4.1 %以下

❏ 最高速度 72 km/h

❏ 走行時間 6 min

サンパウロ国際空港



項目 数値等

最大速度 80km/h

輸送力 24000人

軌道長さ 2700m

軌道 単線

車両 2両編成 （200人 ／ 4人/m2）

駅 4駅

移動時間 6分

間隔 6分

最大勾配 12％

最小半径 25m

コンプレッサ容量 500kW 

軌道 単線

パイプライン 1.2×1.2 m矩形 ピストンとのスキマ2 mm

仕様 （GRU）



新機軸「空気鉄道」の導入

無人運転、Wi-Fi 装備、 乗車定員200人 （4人/m2）



新機軸「空気鉄道」の導入

空気鉄道とは？



新機軸「空気鉄道」の導入



圧縮空気推進＆ブレーキ

電動コンプレッサを軌道の下に設置
（最大風圧 20kPa = 0.2気圧）

騒音 55 dB  （コンプレッサー室外）

車両と連接したパイプライン内の２枚の
板で推進力＆制動力を作る

新機軸「空気鉄道」の導入



新機軸「空気鉄道」の導入







新機軸「空気鉄道」の導入

高架軌道



新機軸「空気鉄道」の導入

(2) 空気鉄道の特徴



新機軸「空気鉄道」の導入

エネルギー効率

オフ時
（Wh/人/km）

ピーク時
（Wh/人/km）



新機軸「空気鉄道」の導入

ポルト・アレグレ（Porto Alegre ）国際空港



新機軸「空気鉄道」の導入

開発の歴史 ＠ポルト・アレグレ（Porto Alegre ）



地域のサステナビリティを支える

(1) 地域課題への対応

ᵥ ─ ⌂≥─ ⌐

ᵦ ─

ᵧ ≢ ה ⅛⌂

ᵨ ╩ ה♩☻◖ ≢

ᵩ ה ≢ ה ה╣ ⌂≥⌐

(2) 房総横断鉄道の DX・GX・TX展開構想

ₒDX fiꜛ◦כⱷכ◊fi☻ⱨꜝ♩הꜟ♃☺♦ ₓ

ᵥ ─ ה ה

ᵦ ─☻ⱴכ♩▪◓ꜞ IoT fiכ꜡♪ה

ᵧ ▪ⱪꜞ≢FM ה ה ╩ ⌂≥⁹

地域デザイン学会



地域のサステナビリティを支える

(2) 房総横断鉄道のDX・GX・TX展開構想

ₒGX fiꜛ◦כⱷכ◊fi☻ⱨꜝ♩הfiכꜞ◓ ₓ
ᵥ 2MW╩ ⌐
ᵦ ☻ⱳ♇♩≤⇔≡╙
ᵧ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ╩

◄Ⱡꜟ◑כ≢
ᵨ ─ ╩ ⌐╙

ⱴ▬◒꜡◓ꜞ♇♪ ⌂≥

ₒTX fiꜛ◦כⱷכ◊fi☻ⱨꜝ♩הⱶ☼ꜞכ♠ ₓ
ᵥ ─ ⅛╠ ה ה ╩
ᵦ FMꜝ ☺○ ⌐╟╢ ה ה ╠⇔─
ᵧ ∕─╙─⅜₈ ╩ ╢ ₉⌐ ×
ᵨ ╛ ≢─▬fi♃ꜝ◒♥▫Ⱪ AR ה ─ ⌂≥

地域デザイン学会



アグリビジネス導入による産業創出

( 1) 産業拠点の形成

ᵥ ⌐ ⁸ ⁸ ⌂≥╩

ᵦ Ⱪꜝfi♪ ╛ⱦכꜟ ꞉▬fi ─

ᵧ ─ ┼─ ≤ ♩כꜟ

ᵨ Ɽכ◒ ⱨ▼כ☼ⱨꜞכ ⌂≥

( 2) 兼業農業学校の設置

ᵥ ה ↑─ ה

ᵦ ♦☺♃ꜟ ─ ⸗♦ꜟ╩

ᵧ ה ה ≤─ ⌐╟╢ ⱪ꜡◓ꜝⱶ─ ⁸

⁸ ⌂≥

地域デザイン学会



観光・交流の拠点形成

( 1) 空気鉄道と観光資源の融合

ᵥ │⁸ ⁸ ⁸ ─ ╩ ⇔╘╢

ᵦ ≤⇔≡─Ⱪꜝfi♦▫fi◓ ╩ ↄ

ᵧ ─

♅Ᵽ♬▪fi⁸ ⁸

ⱪ꜡☺▼◒♩⁸♩כ▪ ⁸ ⌂≥

( 2) 交流人口の増加戦略

ᵥ ₈ ⌐ ∆╢ ₉─

ᵦ ╩ ∫√ ≤⌂כꜞꜝfiⱪ♃☻╛☻כ◖ꜟ♦⸗

ᵧ ≤⇔≡ ≤─ ─ ⌂≥

地域デザイン学会



( 3）房総横断鉄道：ブルネル賞チャレンジ
ῘⱩꜟⱠꜟ ההה ⌐ ∆╢ ♦◙▬fi

1985

Ῐ הꜝfiⱨ▬ה ה ה
Ῐ ה ה ה ה↕⇔ ⌐
Ῐ │₈ × × × ₉─

≤⇔≡⁸ ⌂ ⱳ♥fi◦ꜗꜟ№╡

ᵥ ♦◙▬fi ◖Ⱶꜙ♬♥▫ ⁸ ─
◄◖ ─

ᵦ ♦◙▬fi ╩ ╢ Aeromovel

─ꜝ♇Ⱨfi◓
ᵧ ה ה ה ╩ ╗

⌂≥
ᵨ ⅜

JR水郡線塙駅
ブルネル賞受賞駅舎 （1996年）
建築家・伊藤邦明氏設計

観光・交流の拠点形成
地域デザイン学会



観光・交流の拠点形成

( 4) 地元住民との連動：誇りと体感のしくみ

ᵥ ה ⌐₈ ─ ה ₉╩

ᵑ ─ ╛ ♩כ▪≢

ᵒ ⌐ ─ ™√ ⌂≥╩♦◙▬fi

ᵦ ⅜ ⌐⌂╢◄◖Ⱶꜙכ☺▪ⱶ

ᵑ Ƃ♅Ᵽ♬▪fiƂ Ƃ Ƃ ╩ ┬₈ ₉♩כꜟ

ᵒ◓ꜝfiⱤ╛◓ꜝfiⱴ⌐╟╢●▬♪⁸ Ɽ⁸▫♥ꜞ♫♁כ ⅝

ᵧ FM ≢ò ⅜ ó─

ᵑ₈╦√⇔√∟─ ₉ ⅜ ╢ ┼─ ™

ᵒ ─ ♅Ᵽ♬▪fi ─ ⁸

ᵨ◘☻♥♫ⱦꜞ♥▫ ◄Ⱡ100 ─ ╩

ᵩ ה ה ─ ⌐╟╢ⱪ꜡☺▼◒♩╛꞉כ◒◦ꜛ♇ⱪ─ ⌂≥

地域デザイン学会



推進体制と今後の展開

( 1) パートナーシップ体制

ᵥ ה

ᵦ ╖∆™ה הJRה

ᵧ ה ה ה

ᵨ ה ה ◄Ⱡה ⌂≥⁹

( 2) 実施スケジュール（案）

( 1 ) ה ה

( 2 ) ⁸ ─

( 3 ) ⁸ ה

( 4 ) ה ⁸

( 5 )ⱨꜟ ה 500 ─ ⁸ ─

地域デザイン学会



4 ₐ ₑ─

結晶化（Crystallization ）を模した
「空気鉄道の受容ストーリー」の構築

₈ ₉≤™℮ ≢ ⌂ ╩ ⌐ ↑ ╕∑╢√╘⌐│⁸ ⌂╢ ╛◖☻♩ ≢
│ ≢№╢⁹☻♃fi♄כꜟ─ₐ ₑ⌐ ™⁸ ┼─Γ ─ Δ╩≈ↄ╡№→╢⁹

ᵑₒ ─ ₓ╕∞ ╙⌂™ ─ ╩ ╠⌂™ הה
ᵥ ─ ⌐ ≤⇔√ ╛ ╩ ∂╢⁸ᵦ ₁│₈↓─╕╕≢™™─
⅛ ₉≤ ™ ╘╢⁸ᵧΓ ⌂ Δ ─ ╩ ∫≡™╢ ≤⌂╢
ᵒₒ ─ ₓ ⅛⅜₈ ≢ ╢ ₉─ הה╢∆╩
ᵥ ≥╙√∟⅜₈↓╣⁸ ╖√™ ₉≤ ⁸ᵦ ⅜₈ ⅛≢ ⌂╠ ∫
≡╖√™₉≤ ℮⁸ᵧ │╕∞ ≢│⌂™⅜⁸₈№╢⅛╙⇔╣⌂™ ₉
≤⇔≡ ⌐⌂╢
ᵓₒ ─ ╕╡ₓΓ Δ⅜ ↕╣ הה╢╘
ᵥ↓─ ⅜ ╢↓≤≢₈ ≥╙√∟─ ⅜ ⌐⌂╢₉⁸ᵦ₈ ⅜ ⅎ
╢₉₈ ⅜ ↕╣╢₉⌂≥⁸ ⅜ ╠╣╢⁸ᵧ↕╠⌐⁸₈ ⌐╛↕⇔™
₉₈ ⅛⌂╕∟₉≤™℮ ─ ⅜ ╕╢

ᵔₒ ─ ₓ ⅜ ⌐⌂∫≡ הה╢⅜
ᵥ▪כ♩╛ ≢ ⅛╣╢₈ ─╕∟₉⁸ᵦ ⅜ ╩ ╢⁸ ⅜

╩ ∆╢⁸ᵧⱷ♦▫▪⅜₈ ╩ ╡∆╢╕∟₉≤ ╡ →╢
ᵕₒ ─ ₓ ⅜₈ ─ ₉⌐ הה╢╦
ᵥ╙│╛₈ ₉≢│⌂ↄ₈ ₉╛₈ ₉─ ≤⌂╢⁸ᵦ₈ √∟│⁸
≢ ↄ ╩ ╪∞₉≤⁸ ⅜ ╣╢╟℮⌐⌂╢

地域デザイン学会



模型の例



事業遂行と課題

(1) 法律改正
─

Aeromovel ╩ ∆╢⌐│⁸ ─ ה ─ ≤ ⁹
ᵥ ─₈ ₉─ Ƃ₈ ⌐╟╢ ╩כꜞ◗♥◌─₉
ᵦ 3─ ─כꜞ◗♥◌ Ƃ LRT╛AGT ◦☻♥ⱶ ⌐ ↄ⁸

₈ ▬fiⱨꜝ ₉≤⇔≡
ᵧ ─ ה Ƃ ≢─ ⅛╠ ∆╢ ⅜

(2) 資金調達
≤ ─ ≢ │⁸ ─ ⅜

ᵥ GX DMO

fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓ ⁸▬fiⱨꜝ ה ה ┼─
ᵦ ה ─ ⁸ ⁸

≢
ᵧ ⱨ□fi♪ ▬fiⱤ◒♩ PFI

ᵨ ⁸ ⁸ ⌂≥⌐
ᵩ◒ꜝ►♪ⱨ□fi♦▫fi◓ ⁸FM ה ⌂≥
ᵪ ┤╢↕≤ ⁸ PR≤

地域デザイン学会



おわりに

↓─ │⁸
₈ ≢ ╢ ₉⅜ ⌂╢ ≢│⌂ↄ⁸

꞉◒꞉◒∆╢Γ ─ ≤ ₁─ ╠⇔⅜ ∆╢⁸
⌐ ╣╢ ⱪ꜡☺▼◒♩ó≢№╢⁹

Ҝ
₈ ≢≈⌂⅜╢ ╠⇔₉╩ ∆╢↓≤╩ ∆⁹

≤▪◓ꜞⱦ☺Ⱡ☻│⁸
⌐ √⌂ ╩ ⅝ ╗Γ Δ≤⌂╢∞╤℮⁹

∕─ │⁸
≤≤╙⌐ ⌂ ≤ ⌐╟╢⁹

∕─√╘─PR≤ ─ ⌐ ∆╢⁹
⅜⁸╕√⁸∕─ ╕╡≢№╢⁹


